
翻
字

『奥
州
征
伐
記
』
（四
）

藤

卜
現行
移
Ｆ
ｓ
ｐ
キ
ｏ
Ｄ
Ｏ
～
会〇
の
Ｆ
田
‐∽
ユ
げ
出
のＥ
汗
ミ
（卜
）

弓
や
汗
①
の
ゴ
ニ
戸
母
の
い
電
い

前
号
に
引
き
続
き
、
『奥
州
征
伐
記
』
を
翻
字
し
て
い
く
。
こ
の
作
品
の
成
立
問
題

な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
『絵
本
平
泉
実
記
』
の
典
拠
」
翁
文
教
国
文
学
』
３８

・

３９
合
併
号
　
平
成
１０

。
２
発
行
）
に
少
し
く
触
れ
て
あ
る
。

底
本
略
書
誌

架
蔵
本
。
文
政
十
年
写
。
大
本
十
巻
十
冊
。

標
色
表
紙
。
左
辺
題
祭
、
墨
書
で

「奥
州
征
伐
記
」
。

見
返
し
、
序
、
総
目
録
、
な
し
。
一扉
題

「奥
州
征
伐
記
」
。

凡
例・
私
に
句
読
点
、
濁
点
、
「　
」
『　
』
を
補
い
、
ま
た
段
落
を
設
置
し
た
。

。
本
文
中
に
は
平
仮
名
、
片
仮
名
と
も
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
特
別
意
図
的
に

強
調
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
除
き
、
平
仮
名
に
統

一
し
た
。

。
な
、
に
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
よ
り
」
「と
も
」
（あ
る
い
は

「ど
も
し

と
直

し
た
。

・
一
文
字

の
繰
返
し
は
、
平
仮
名

の
場
合

「
ゝ
」
「
ゞ
」
、
片
仮
名

の
場
合

「
ヽ
」

Ｆ

」
、
漢
字

の
場
合

「
々
」
に
し
た
。
複
数
文
字

の
繰
返
し
は
、
三
文
字
以
上

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』
（四
）

で
も

「／
ヽ
」
に
統

一
し
た
。

・
漢
字
は
基
本
的
に
、
現
在
通
行
さ
れ
て
い
る
字
体
に
統

一
し
た
。

・
明
ら
か
な
誤
写
も
そ
の
ま
ま
の
形
で
出
し
、
右
に

（
マ
マ
）
と
付
注
を
し
た
。

沢
　
　
　
　
　
毅
　
　
　
　
　
・
い
わ
ゆ
る

「見
せ
消
ち
」
の
状
況
は
採
用
せ
ず
、
修
正
後
の
形
の
み
を
記
し
た
。

・
明
ら
か
に
脱
文
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
箇
所
に

（脱
文
あ
り
）
と
記
し
た
。

奥
州
征
伐
記

（見
返
し
貼
付
け
丁
表
）

十
本
之
内
　
武
清

（見
返
し
）

奥
州
征
伐
記
　
巻
之
第
四
　
目
録

一　

鎌
倉
勢
勝
利
　
初
度
の
夜
討
　
城
兵
敗
北
の
事

井
　
一向
衡
後
度
の
夜
討
に
利
を
得
る
事

一　

宇
田
行
方
破
る

ゝ
　
一向
衡
奇
計
勝
軍
の
事

高
衡
安
津
加
志
に
帰
る
事

井
　
城
兵
百
戦
百
勝
を
得
る
事

一　

高
衡
大
勇
猛
　
勅
使
河
原
有
直
を
生
捕
り
、
助
て
返
す
事

（１
オ
）

一　

高
衡
奇
計
　
寄
手
敗
軍
の
事

井
　
一島
衡
再
び
謀
て
鎌
倉
勢
を
悩
す
事

一　

高
衡
謀
略
　
敵
を
遠
く
退
る
事

井
　
錦
戸
太
郎
最
期
　
和
田
畠
山
争
論
の
事

奥
州
征
伐
記
　
巻
之
第
四

（
１
ウ
）

高
衡
安
津
加
志
に
か
へ
る
事

一



井
　
城
兵
百
戦
百
勝
の
事

斯
て
羽
州
根
津
ヶ
関
を
ば
、
故
佐
藤
庄
司
が
舎
弟

・
湯
尾
庄
司
が

一
族
、
堅
め
け

る
所
に
、
北
陸
道
よ
り
比
企
藤
四
郎
義
員
大
将
と
し
て
押
寄
け
る
。
然
る
に
高
衡
此

節
思
慮
し
て
兵
を

一
人
鎌
倉
殿
の
雑
式
に
仕
立
、
先
日
の
軍
に
討
取
り
た
る
敵
の
中

に
義
盛
が
与

へ
た
る
木
札
を
腰
に
付
た
る
者
数
十
人
有
し
を
取
り
納
め
置
け
る
を
、

彼
の
者
の
腰
に
付
さ
せ
、
鎌
倉
殿
の
御
使
に
偽
り
、
比
企
義
員
方

へ
遣
し
、
云
は
せ

け
る
は
、

「大
手
安
津
加
志

（
２
オ
）
の
城
攻
る
と
難
、
城
門
堅
く
し
て
落
ざ
る
故
、　
一
旦
謀

こ
と
を
以
、
和
睦
す
る
上
は
合
戦
す
べ
か
ら
ず
。
勿
論
、
此
段
行
方

へ
も
夫
れ
よ
り

申
送
る
べ
し
」

と
云
は
せ
け
り
。
義
員
は
是
を
実
と
心
得
、
軍
を
止
め
て
宇
日
、
行
方

へ
も
告
送
る

に
切
て
、
急
に
攻
る
事
勿
り
け
る
。
介
様
の
事
に
て
心
な
ら
ず
隙
取
て
、
九
月
三
日

に
安
津
加
志
に
帰
り
け
る
。
高
衡
居
ざ
る
間
、
城
兵
は
力
を
落
し
て
落
城
近
き
に
有

べ
し
と
思

へ
居
け
る
所
に
、
高
衡
帰
り
け
れ
ば
城
中
に
大
に
勇
み
喜
び
け
り
。
此
日

梶
原
平
三
景
時
は
御
前

へ
参
じ
て
申
け
る
は
、

「愛
に
不
思
議
成
る
事
の
候
。
只
今
迄
、
是
非
に
落
べ
き
城
を
持

（２
ウ
）
こ
た
ふ

る
の
み
な
ら
ず
、
今
日
城
の
体
を
見
る
に
、
昨
日
よ
り
は
抜
群
に
整
々
と
し
て
、
城

兵
鋭
気
を
張
た
る
は
、
是
い
か
成
る
事
ぞ
や
。
景
時
更
に
心
得
ず
」

と
申
け
れ
ば
、
御
前
に
居
合
せ
た
る
人
々
も
興
を
覚
し
け
り
。

私
に
日
、
城
中
に
高
衡
居
ら
ざ
る
故
、
諸
軍
勢
気
を
届
し
、
尽
十

（「従
」
の
意

か
？
）
軍
せ
ず
。
去
れ
ば
旗
印
も
人
気
に
連
て
兵
威
表

へ
る
時
は
爽
な
ら
ず
。

今
此
節
、
高
衡
城
中

へ
帰
り
来
り
し
故
、
諸
人
勇
気
凛
々
と
兵
威
盛
ん
に
成
る

故
を
、
自
ら
彼
印
杯
も

一
段
と
爽
也
。
又
、
寄
手
多
き
中
、
斯
の
如
く

（３
オ
）

成
る
事
を
心
付
く
梶
原
も
凡
人
に
は
あ
ら
ず
。

然
る
所
に
、
高
衡
、
櫓
の
上
に
立
顕
は
れ
、
大
音
に
申
け
る
は
、

「此
間
、
暫
時
諸
用
の
事
有
て
平
泉

へ
罷
越
し
、
見
参
に
入
ら
ず
候
。
明
日

一
戦
の

節
、
見
参
し
て
眠
り
を
覚
し
申
べ
し
」

二

と
呼
は
り
け
る
。
寄
手
、
是
を
聞
き
、
「扱
は
高
衡
帰
り
来
る
」
と
驚
き
騒
ぎ
、
斯

て
九
月
四
日
辰
の
刻
よ
り
軍
始
り
て
、
敵
身
方
、
入
乱
れ
て
戦
ひ
け
り
。
此
節
、
二

品
仰
せ
け
る
は
、

「泰
衡
兄
弟
多
し
と
難
、
高
衡
は
無
双
の
者
也
。
渠
が
為
に
軍
兵
余
多
死
亡
し
け
る

事
安
か
ら
ず
。
然
れ
ば
今
日
に
限
て
外
々
の
者
共
に
は
目
を
懸
ず
、
い
か
に
も
し
て

（３
ウ
）
高
衡
を
討
取
る
べ
し
。
若
、
討
得
た
ら
ん
者
は
奥
州
攻
第

一
の
高
名
也
」

と
相
触
れ
け
る
故
、
弓
矢
取
る
程
の
者
は

『只
々
高
衡
を
討
と
ら
ん
』
と
心
懸
け
る
。

扱
も
城
兵
は
三
万
余
人
に
て
、
其
大
将
は
黒
糸
威
し
の
甲
胃
を
着
し
、
黒
の
馬
に

打
乗
り
、
高
衡
が
陣
頭
に
進
ん
で
相
働
く
故
、
鎌
倉
方
は
段
々
戦
ひ
労
れ
て
人
馬
共

に
尽
し
か
ら
ず
。
其
故
は
第

一
奥
州
勢
は
馬
武
者
多
く
、
歩
武
者
共
は
長
熊
手
に
て

敵
の
馬
の
足
を
懸
て
引
倒
す
。
鎌
倉
方
に
は
騎
馬
武
者
少
く
、
多
く
は
歩
武
者
に
て
、

一
入
戦
ひ
労
れ
し
所
に

（４
オ
）
大
勇
猛
の
高
衡
、
身
命
を
惜
し
ま
ず
、
四
角
八
面

に
当
て
、
人
な
き
所
を
往
来
す
る
如
く
、
切
て
鎌
倉
勢
は
弥
々
つ
か
れ
て
難
義
し
け

る
所
に
、
義
盛
は
味
方
を
下
知
し
て
後
陣
の
勢
を
引
替
ん
と
す
れ
ど
も
、
城
兵
共
厳

し
く
戦
ふ
故
、
そ
な

へ
を
操
り
替

へ
る
事
能
は
ず
。
竹
て
射
手
三
十
人
を
揃

へ
、

段
々
に
射
さ
せ
け
る
故
、
此
時
に
は
城
兵
も
進
み
兼
て
猶
予
し
け
る
に
竹
て
、
義
盛

は
手
早
く
畠
山
を
引
取
ら
せ
て
、
三
浦
義
澄
、
左
原
義
連
、
小
山
田
重
成
等
が
軍
兵

を
入
番
て
、
桐
し
く
軍
し
け
る
故
、
城
兵
も

一
旦
勝
利

（４
ウ
）
し
た
れ
ば
、
軽
く

城
中

へ
引
入
よ
と
見
る
所
に
、
又
新
手
四
千
余
人
、　
一
同
に
鯨
波
を
上
て
駈
出
て
、

竪
横
に
切
廻
る
。
鎌
倉
勢
も
勇
気
を
励
し
戦
ひ
け
る
故
、
勝
敗
分
た
ず
。
日
既
に
夕

陽
に
及
ぶ
故
、
双
方
相
引
に
し
け
り
。

灸
に
山
内
次
藤
三
郎
、
滝
日
経
俊
は
、
悪
源
太
十
六
騎
の
者

一
人
須
藤
刑
部
丞
滝

口
俊
運
が
子
に
て
、
御
先
祖
頼
義
朝
臣
八
幡
殿
よ
り
為
義
、
義
朝
等
に
奉
仕
し
て
、

数
代
の
御
家
人
也
。
殊
に
経
俊
は
勝
れ
た
る
勇
士
、
尤
鎌
倉
殿
秘
蔵
の
士
也
し
が
、

今
日
の
軍
に
騎
馬
武
者
十
三
騎
を
射
落
し
て
、
残
る
箭

一
本
有
り
し
が
、
『此
矢
を

以
、
何
卒

（
５
オ
）
高
衡
を
射
落
す
べ
し
』
と
思

へ
け
る
が
、
城
兵
の
長
熊
手
に
や

馬
足
を
懸
ら
れ
進
み
難
き
故
、
軍
奉
行
熊
谷
小
次
郎
直
家
に
向
て
、



「今
日
敵
兵
十
三
騎
を
射
落
し
、
籍
に
残
る
矢

一
本
有
り
。
願
く
は
、
高
衡
を
射
落

し
度
思

へ
共
、
敵
に
馬
足
を
悩
ま
さ
れ
て
進
み
難
し
。
哀
れ
、
御
馬

一
匹
恩
借
申
た

し
」
と
云
け
れ
ば
、
小
治
郎
聞
て
、
即
時
に
馬
よ
り
飛
下
り
、

「疾
々
乗
り
玉

へ
」

と
云
け
れ
ば
、
経
俊
云
は
、

「足
下
の
御
志
し
、
過
分
に
候

へ
共
、
足
下
馬
な
く
し
て
何
と
仕
給
ふ
」

小
次
郎
日
、

「勇
士
戦
場
に
於
、
馬
を
望
奉
れ
乍
、
与

へ
ざ
る
は
本
意
に
非
ず
。
御
辞
退

（５
ウ
）

な
く
乗
り
給

へ
。
我
等
は
只
今
敵
の
馬
を
取
り
申
べ
し
」

と
云
捨
、
敵
中

へ
走
せ
入
け
る
が
、
大
兵
の
武
士
、
太
く
違
き
、
河
原
毛
の
馬
に
乗

た
る
を
引
落
さ
ん
と
し
け
る
所
に
、
彼
の
者
の
郎
等
二
人
助
来
り
て
、
後
よ
り
直
家

が
足
を
取
て
引
倒
し
け
れ
ば
、
敵
兵
馬
よ
り
飛
下
り
て
、
既
首
を
と
ら
ん
と
仕
け
る

時
、
直
家
が
敵
の
腕
首
し
つ
か
と
取
て
働
ら
か
せ
ず
、
然
る
所
に
平
山
武
者
所
季
重

逸
参
に
馳
せ
来
り
、
彼
の
二
人
の
郎
等
を
引
掴
ん
で
、
弓
杖

一
丈
計
り
左
右

へ
投
捨
、

又
彼
の
者
の
首
を
討
取
り
、
小
治
郎
を
引
起
し
て
、

「足
下
は
軍
奉
行
の
身
と
し
て
、
自
身
の
働
き
無
用
也
」

と
制
し

（６
オ
）
け
れ
ば
、
直
家
聞
て
、

「滝
日
経
俊
が
敵
将
高
衡
を
射
落
さ
ん
と
馬
を
所
望
し
け
れ
ば
、
則
、
馬
を
与

へ
し

故
、
乗
替
を
取
る
べ
き
為
、
斯
の
如
し
」

と
答

へ
け
れ
ば
、
季
重
感
じ
て
、

「夫
れ
、
乗
ら
れ
よ
」

と
敵
の
馬
に
小
治
郎
を
乗
せ
け
る
所
に
、
敵
方
よ
り
射
懸
る
矢
飛
来
て
季
重
が
馬
に

中
り
し
故
、
馬
は
忽
倒
れ
け
る
。
季
重
早
速
飛
下
り
、
敵
中

へ
駈
入
て
彼
矢
を
射
た

る
敵
を
取
ら

へ
て
首
を
討
、
其
馬
に
飛
乗
て
駈
出
け
れ
ば
、
数
万
の
敵
兵
此
形
勢
を

見
て
、

「扱
々
冷
ま
し
き
働
き
、
凡
人
の
業
に
は
非
ず
」

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』
（四
）

と
恐
怖
し
け
り
。

佑
又
滝
口
三
郎
経
俊
は
、
熊
谷
直
家

（６
ウ
）
が
敵
の
馬
を
取
ら
ん
と
て
敵
中

ヘ

克
入
け
る
が
、
却
て
取
り
込
め
ら
れ
難
義
に
及
ぶ
と
聞
け
れ
ば
、
『今
の
恩
を
報
ず
べ

し
』
と
逸
参
に
駈
来
り
向
ふ
を
見
れ
ば
、
直
家
大
に
窓
り
、

「高
衡
を
射
ん
迎
、
馬
を
乞

へ
し
に
あ
ら
ず
や
。
我
を
助
よ
と
て
与

へ
し
馬
に
は
非

ず
。
然
る
に
敵
を
射
る
事
忘
却
し
て
、
私
の
恩
を
報
ぜ
ん
と
思
ふ
は
甚
だ
不
思
也
」

と
以
の
外
町
責
し
け
る
故
、
経
俊
聞
て

「尤
」
と
思

へ
、
『今
は
高
衡
を
射
ず
ん
ば

小
治
郎
が
思
ふ
所
、
面
目
な
し
』
迎
、
方
々
を
馳
せ
廻
り
見
れ
共
、
高
衡
を
見
ず
。

却
て
敵
の
射
る
矢
に
右
の
腕
を
し
た

ゝ
か
に
射
ら
れ
て
血
の
流
る
ゝ
事
泉
の

（７
オ
）

如
し
。
経
俊
は
少
し
も
屈
せ
ず
其
矢
を
抜
捨
、
猶
も
敵
中
を
駈
廻
る
所
に
、
高
衡
下

知
し
て
働
く
を
見
て
、
経
俊
大
に
喜
び
、
弓
矢
取
直
し
打
番
ひ
し
が
、
右
の
腕
を
射

ら
れ
け
る
故
、
強
く
引
事
叶
は
ず
し
て
放
し
け
る
故
、
共
矢
、
高
衡
が
頭
の
上
を
か

す
り
て
遥
の
後
に
落
た
り
け
る
。

「経
俊
大
事
の
前
に
疵
を
家
り
、
唯

一
筋
の
矢
を
射
損
じ
た
る
事
、
高
衡
が
武
運
未

だ
尽
ず
、
経
俊
は
又
、
冥
加
に
叶
は
ざ
る
所
也
。
今
は
存
命
何
か
せ
ん
。
殊
に
熊
谷

に
対
し
て
面
目
な
し
。
よ
し
／
ヽ
、
此
上
は
討
死
す
べ
し
」

と
覚
悟
し
て
郎
等
を
呼
ん
で

「此
旨
舎
弟
経
好
に
語
り
聞
せ
よ
」
迎

（
７
ウ
）
郎
等

を
返
し
て
其
身
只

一
人
敵
中

へ
駈
入
け
る
。

愛
に
大
井
治
郎
実
春
は
、
此
由
を
聞
き
、

「我
は
渠
と
断
琴
の
交
り
深
し
。
然
る
に
経
俊

一
人
は
討
た
せ
じ
。
我
も
倶
に
戦
死

す
べ
し
」

と
云
て
敵
中

へ
蒐
入
け
る
。
此
由
、
又
、
直
家
聞
て
、

「我
、
経
俊
に
敵
を
射
よ
と
云

へ
し
が
、
討
死
せ
よ
と
は
誰
人
が
云
べ
し
や
。
私
党

の
面
々
、
経
俊
を
助
よ
」

と
下
知
し
け
れ
ば
、
小
野
六
郎
、
諸
賀
兵
衛
、
以
下

「心
得
た
り
」
と
敵

へ
駈
向
ふ
。

此
輩
は
鎌
倉
方
に
て

一
人
当
千
の
勇
士
也
。
此
節
、
城
兵
も
我
討
取
ら
ん
と
命
を
限

り
に
戦
ひ
け
り
。

一
一
一
　

　

　

や



灸
に

一
品
房
正
覚
、
常
陸
房
正
明
と
て
鎌
倉
殿
に
二
人
の
法
師

（８
オ
）
武
者
有

て
、
大
勇
剛
の
法
師
也
。
此
節
薙
刀
を
打
振
り
高
衡
が
郎
等
本
朝
三
六
と
戦
ひ
け
る

が
、
終
に

一
品
房
に
討
た
れ
け
る
。
常
陸
房
も
洞
し
く
戦
ふ
故
、
さ
し
も
の
奥
州
勢

も
此
二
人
に
追
立
ら
れ
け
る
故
、
遠
矢
に
討
ん
と
す
る
を
高
衡
制
し
て
、
「可
惜
者
共

也
。
助
け
置
べ
し
」
と
制
し
け
る
。
実
に
や
武
勇
の
法
師
也
と
、
敵
も
味
方
も
感
じ

け
り
。

高
衡
勇
猛
　
勅
使
河
原
有
直
を
生
捕
り
、
助
け
返
す
事

同
年
九
月
十
日
、
安
津
加
志
国
見
峠
雷
鳴
彩
し
く
響
き
て
、
所
々
方
々
へ
落
け

る
。
二
品
の
御
陣
営
に
も
落
て
、
下
部
の
陣
小
屋
を
打
潰
す
に

（
８
ウ
）
傍
て
、
二

品
大
に
驚
き
給

へ
、
御
家
人
を
召
て
吉
凶
を

「
い
か
に
」
と
問
は
し
め
玉
ふ
に
、
各
々

一
同
に

「好
事
も
無
き
に
は
し
か
ぢ
と
雖
、
況
や
雷
鳴
り
落
て
陣
小
屋
破
れ
損
ず
る

は
是
凶
事
な
ら
ん
」
と
言
上
し
け
る
故
、
二
品
も
専
ら
御
慎
み
有
る
に
依
り
、
諸
卒

も
倶
に
恐
れ
け
り
。

同
月
七

（十

一
）
日
辰
の
刻
、
高
衡
二
万
余
人
出
し
戦
は
し
む
る
。
然
る
に
鎌
倉

勢
、
昨
日
雷
鳴
し
て
落
け
る
を
皆
々
心
中
に
怪
み
思
ふ
に
切
て
、
尽
敷
軍
も
せ
ざ
り

け
り
。
此
故
に
城
兵
勝
誇
り
、
高
衡
又
自
身
八
千
余
人
を
引
率
し
て
驀
地
暗
に
打
て

出
、
鯨
波
を
上
て
押
懸
る
故
、
鎌
倉
勢
右
往
左
往
に
駈
ち
ら
さ
れ
け
る
故
、
和
田
義

（９
オ
）
盛
此
体
を
見
て
二
品
の
御
前
に
参
じ
て
軍
談
す
る
事
、
良
久
し
。
其
後
諸
軍

に
下
知
し
給
ふ
は
、

「頼
朝
に
力
を
合
せ
ん
と
九
州
の
輩
、
早
、
近
国
に
馳
せ
来
る
に
依
て
、
海
道
筋
諸

軍
勢
に
て
指
塞
ぐ
由
、
又
四
国
の
軍
兵
共
も
兵
船
数
百
般
を
浮
べ
て
海
上
を
漕
来
る

由
、
然
る
に
八
州
の
諸
勢
十
万
余
人
の
大
軍
を
以
、
此

一
城
を
攻
落
兼
、
徒
に
数
日

を
送
る
事
、
渠
等
が
思
ふ
所
も
面
目
な
し
。
竹
て
九
州
四
国
の
輩
が
着
陣
せ
ざ
る
内
、

此
城
を
攻
落
し
度
思
ふ
也
。
諸
軍
勢
忠
義
を
励
し
軍
す
べ
し
。
功
有
る
輩
に
は
当
座

の
恩
賞
沙
汰
す
べ
き
也
」

是

（
９
ウ
）
偏
に
士
卒
の
心
を
励
す
が
為
也
。
義
盛
密
に
鎌
倉
殿

へ
申
進
め
奉
る

所
也
。
去
れ
ば
人
心
に
慾
を
思
は
ざ
る
は
な
し
。
当
座
に
恩
賞
有
べ
し
と
の
触
れ
な

四

れ
ば
、
諸
軍
各
々
高
名
す
べ
し
と
勇
み
進
ん
で
軍
し
け
る
故
、
乱
れ
た
る
備
を
立
直

し
け
れ
ば
、
城
兵
却
て
引
色
に
也
け
れ
ば
、
高
衡
城
中

へ
使
を
以
、
「味
方
難
義
に
及

ぶ
間
、
早
く
加
勢
を
出
さ
る
べ
し
」
と
申
送
る
に
切
て
、
国
衡
三
万
余
人
を
引
率
し

て
出
張
り
し
け
る
。
只

一
つ
の
門
を
開
て
打
出
け
る
故
、
兵
士
込
み
合
ふ
て
延
引
し

け
る
故
、
高
衡
は
由
利
八
郎
を
呼
て
申
け
る
は
、

「国
衡
諸
勢
の
出
し
様
こ
そ
拙
し
。
足
下
早
く

（１０
オ
）
城
中

へ
帰
り
下
知
し
て

門
々
を
開
く
べ
し
」

と
下
知
し
け
れ
ば
、
由
利
八
郎
は
急
ぎ
城
中

へ
立
帰
て
、
三
方
の
門
を
開
き
け
れ
ば
、

諸
勢

一
度
に
出
る
事
を
得
た
り
。

此
三
万
余
人
、
最
初
打
出
た
る
二
万
余
人
、　
一
手
に
合
せ
て
五
万
余
人
、
鎌
倉
勢

十
万
余
人
、
敵
身
方
十
五
万
余
人
喚
き
叫
ぶ
声
は
天
地
を
震
動
す
る
が
如
し
。
挑
み

戦
ひ
け
る
が
、
双
方
相
引
に
し
て
息
突
乍
、
腰
兵
糧
の
用
意
な
き
故
、
先
手
を
後
陣

へ
く
り
返
し
て
兵
糧
を
遣
は
せ
ん
と
す
る
故
、
混
乱
す
る
図
を
見
て
、
城
兵
共
、
俄

に
起
立
、
無
体
に
押
懸
る
故
、
鎌
倉
勢
既
敗
せ
ん
と

（１０
ウ
）
す
る
を
義
盛
急
度
見

て
、
三
浦

一
家
の
軍
士
を
以
、
羽
く
戦
ひ
け
れ
ば
、
城
兵
共
は
腰
兵
糧
を
遣
ひ
、
呑

湯
せ
ず
し
て
精
を
も
み
け
る
故
、
此
時
に
は
以
の
外
に
難
義
し
て
猶
予
す
る
を
見
て

義
盛
は
益
々
桐
く
捲
り
立
け
れ
ば
、
さ
し
も
の
城
兵
も
今
は
早
快

へ
兼
て
引
退
く
。

灸
に
海
野
小
太
郎
幸
氏
は
城
将
国
衡
を
見
付
、
恐
ひ
済
し
て
放
つ
矢
、
錦
戸
が
革

摺
に
立
け
れ
ば
、
国
衡
大
に
恐
れ
、
士
卒
に
構
は
ず

一
当
に
城
中
に
逃
入
に
竹
て
、

城
兵
も
散
々
に
乱
れ
て
我
先
に
と
引
入
け
る
。
此
故
に
高
衡
大
に
怒
り
、
国
衡
に
向

て
、「仮

令

（
１１
オ
）
其
志
し
は
悪
し
く
共
、
合
戦
に
於
は
励
み
申
さ
れ
て
こ
そ
、
せ
め

て
の
事
な
る
に
、
軍
に
取
り
詰
た
る
以
前
は
兄
弟
に
不
義
を
行
ひ
給

へ
、
戦
場
に
臨

ん
で
は
人
よ
り
先
に
敗
走
し
、
其
上
淫
乱
大
酒
を
好
み
、
心
底
不
直
に
し
て
軍
に
は

弱
く
、　
一
つ
と
し
て
取
得
な
き
人
に
て
有
」

と
恥
じ
め
け
る
に
、
弟
乍
も
猛
威
に
恐
れ
て

一
言
の
返
答
に
も
及
ば
ず
。

然
る
に
今
日
も
、
は
や
申
の
刻
に
及
び
け
れ
共
、
城
外
に
筈
火
余
多
焼
き
続
け
た



れ
ば
、
「扱
は
夜
討
す
る
や
」
と
身
方
に
も
筆
火
を
焚
か
せ
け
る
所
に
、
大
手
の
問

を
開
て

一
万
余
人
二
手
に

（
１１
ウ
）
別
れ
て
、　
一
手
の
大
将
に
は
樋
爪
五
郎
高
衡
、

又

一
方
の
大
将
に
は
由
利
八
郎
惟
平
、
両
人
也
。

笈
に
工
藤
左
衛
門
尉
祐
経
は
未
だ
目
に
立
程
の
軍
を
せ
ざ
れ
ば
、
今
宵
は
是
非
に

高
名
す
べ
し
と
思

へ
、
河
村
太
郎
秀
方
の
弟

。
千
鶴
丸
を
伴
て

一
陣
に
進
み
け
る
が
、

高
衡
兵
を
励
し
て
無
体
に
押
懸
る
。
由
利
八
郎
惟
平
と
十
度
合
て
十
度
別
れ
、
互
に

必
死
を
極
め
て
竪
横
に
駈
立
け
れ
ば
、
鎌
倉
勢
は
立
足
も
な
く
追
ち
ら
さ
れ
け
る
故
、

工
藤
左
衛
門
は
大
に
恐
怖
し
て
、

「此
手
の
軍
急
也
。
早
く
引
取
て
後
軍
に
譲
る
べ
し
」

と
云
。
千
鶴
丸
聞
て
、
（１２
オ
）

「凡
戦
場
に
臨
ん
で
、
讐

へ
敵
強
し
と
て
引
返
さ
ん
は
臆
病
の
至
り
也
。
我
等
此
所

を

一
足
も
引
ま
じ
」

と
云

へ
ば
、
祐
経
笑
て
、

「白
昼
に
組
打
す
る
は
、
生
捕
杯
し
て
、
武
名
を
顕
は
さ
ん
は
宜
し
か
ら
め
。
夜
中

敵
に
向
て
射
殺
さ
れ
る
は
大
死
也
。
早
く
退
く
べ
し
」

と
云
。
然
れ
共
、
千
鶴
丸
は
曽
て
聞
入
れ
ず
、

「合
戦
に
昼
夜
の
差
別
な
し
。
」

（と
、
）
弓
矢
を
取
て
散
々
に
射
る
。
祐
経
も
、
千
鶴
丸
は
十
三
歳
に
て
若
輩
な
れ
共

抜
群
の
勇
な
れ
ば
、
大
に
感
称
す
。
祐
経
は
音
曲
遊
芸
に
於
て
は
第

一
の
功
の
者
な

れ
共
、
戦
場
に
て
は
手
足
惑
ひ
と
見

へ

（１２
ウ
）
た
り
ｏ

此
節
、
高
衡
は
由
利
に
向
て
、

「時
分
は
よ
し
。
疾
々
兵
を
引
取
る
べ
し
」

と
云
。
八
郎
聞
て
、

「敵
若
し
付
入
り
に
す
る
な
ら
ば
難
義
成
る
べ
し
」

と
云
。
高
衡
聞
て
、

「我
も
左
は
思

へ
ど
も
、
足
下
、
先
、
城

へ
入
て
軍
勢
を
く
り
入
れ
申
さ
れ
よ
。
国

衡
今
日
の
軍
甚
だ
拙
し
。
足
下
如
き
者
、
城
中
に

一
人
な
く
て
は
叶
ふ
ま
じ
。
後
殿

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』
（四
）

り
は
高
衡
す
べ
し
。
早
々
引
入
れ
よ
」

と
云
に
切
て
、
由
利
八
郎
は
則
、
城
中

へ
引
入
け
り
。

愛
に
小
山
五
助
宗
政
は
、
高
衡
に
は
従
弟
に
て
、
殊
に
秀
衡
入
道
存
命
の
時
、
奥

州
の
様
子
を
伺
ひ
知
ら
ん
為
、　
一
年
余
り
奥
州
に
在
り

（１３
オ
）
け
れ
ば
、
互
に
よ

く
見
知
り
け
り
。
然
る
に
宗
政
は
今
宵
真
先
に
進
み
け
る
が
、
高
衡
を
見
付
て

一
矢

射
け
る
に
、
其
矢
樋
爪
が
鎧
の
袖
に
立
た
り
。
高
衡
、
則
、
是
を
取
て
見
る
に

「小

山
五
助
宗
政
」
と
書
付
た
れ
ば
、
此
矢
を
射
返
さ
ん
と
思

へ
、
弓
に
番

へ
け
る
に
、

不
足
な
れ
ば
引
裂
紙
に
て
我
矢
と
彼
宗
政
が
矢
を
括
付
て
射
け
る
に
、
宗
政
が
頬
に

射
付
け
る
。
宗
政
馬
よ
り
真
逆
に
落
た
り
。
舎
弟
結
城
七
郎
朝
光
、
大
に
驚
き
駈
寄

て
肩
に
懸
、
引
退
く
。

究
に
勅
使
河
原
権
三
郎
有
直
は
高
衡
に
組
ま
ん
と
馳
せ
寄
る
所
を
、
（
１３
ウ
と
品
衡

は
左
の
手
に
て
権
三
郎
の
鎧
の
上
帯
取
て
引
寄
せ
、
小
脇
に
掻
込
け
る
故
、
少
し
も

働
く
事
叶
は
ず
。
高
衡
夫
よ
り
片
手
薙
り
に
切
廻
る
内
に
、
戦
ひ
烈
し
き
故
、
高
衡

は
勅
使
河
原
を
投
捨
、
挑
み
戦
ふ
。
此
節
城
兵
駈
来
て
、
終
に
有
直
を
生
捕
り
け
り
。

「是
は
い
か
成
る
者
に
や
」

と
尋
け
り
。
城
兵
聞
て
、

「樋
爪
殿
先
程
小
脇
に
掻
込
乍
、
軍
し
玉

へ
し
が
、
投
捨
給
ふ
。
傍
て
我
等
生
捕
り

た
り
」

と
云
。

「高
衡
曽
て
忘
れ
し
や
」

斯
尋
け
る
。
い
か
様
、
樋
八
五
郎
は
奥
羽
両
州
に
無
双
の
大
力
量
勇
猛
の
士
也
。
扱

も
高
衡
は
勅
使
河
原

（
１４
オ
）
が
戒
め
を
解
免
し
て
、

「足
下
既
、
我
に
組
ん
と
す
る
を
捕

へ
て
脇
に
挟
み
乍
働
き
た
れ
ば
忘
れ
た
り
。
共

時
覚

へ
居
た
ら
ん
に
は
、
争
か
今
ま
で
助
置
べ
し
。
其
当
座
下
切
り
に
す
べ
き
に
、

覚

へ
ざ
る
こ
そ
、
足
下
命
冥
加
と
云
べ
し
。
然
る
を
今
更
誅
し
た
り
共
、
何
程
の
事

か
有
べ
し
。
疾
々
帰
ら
れ
よ
」

と
却
て
鞍
置
馬
与

へ
て
返
し
け
る
。

五



扱
又
、
鎌
倉
殿
は
勅
使
河
原
が
生
捕
れ
し
事
を
不
便
思
召
け
る
所
に
、
権
三
郎
御

陣

へ
帰
り
来
り
け
る
を
、
二
品
見
玉

へ

「如
何
に
や
」
と
御
尋
に
切
て
、
則
右
の
次

第
を
言
上
し
け
れ
ば
、
二
品
聞
し
召
、
高
衡
が

（
１４
ウ
）
情
有
事
を
感
じ
玉

へ
、
其

以
後
、
高
衡
生
捕
ら
れ
し
を

「助
命
有
べ
し
」
と
仰
出
さ
れ
し
が
、
高
衡
辞
し
て
誅

せ
ら
れ
け
る
。

斯
如
く
な
れ
ば
、
安
津
加
志
は
数
年
攻
る
と
も
中
々
落
間
敷
所
に
、
高
衡
出
羽
の

国

へ
加
勢
に
往
た
る
道
に
て
、
安
津
加
志
の
城
落
城
し
け
り
。
去
れ
ば
高
衡
は
平
泉

に
て
泰
衡
に
申
け
る
は
、

「某
羽
州

へ
出
陣
す
る
な
ら
ば
、
安
津
加
志
は
危
か
る
べ
し
。
国
衡
が
働
き
に
て
防

戦
弱
か
る
べ
し
。
切
て
泰
衡
御
自
身
安
津
加
志

へ
御
越
し
有
て
働
き
て
防
戦
し
給

へ
。

諸
軍
を
励
、
下
知
し
給

へ
か
し
」
（
１５
オ
）

と
申
に
切
て
泰
衡

「尤
」
と
同
心
し
て
平
泉
よ
り
安
津
加
志

へ
出
張
す
。
惣
軍
の
着

到
は
彼
是
十
五
万
也
し
が
、
彼
城
を
攻
落
さ
れ
し
は
是
非
も
な
し
。
然
れ
ば
高
衡
は
、

十
五
万
に
も
増
り
た
る
勇
士
と
は
知
ら
れ
け
る
。

高
衡
奇
計
　
寄
手
敗
軍
の
事

井
　
一向
衡
再
び
謀
て
鎌
倉
勢
を
悩
す
事

斯
て
揚
手
日
、
出
羽
の
国
、
根
津
ヶ
関
は
湯
尾
庄
司

一
党
に
て
相
守
る
。
寄
手
は

比
企
藤
四
郎
義
員
、
千
葉
三
郎
師
経
、
案
内
者
は
越
後
の
住
人
城
四
郎
永
茂
、
佐
竹

義
兼
等
の
両
人

（１５
ウ
）
也
。

愛
に
相
州
箱
根
の
別
当
弟
子
仙
光
房
阿
閣
梨
行
慶
と
云
僧
有
。
是
は
賀
加
美
次
郎

長
清
が
弟
に
て
、
元
と
は
弓
馬
の
家
に
生
れ
、
共
上
栂
尾
の
明
恵
上
人
の
弟
子
と
成

て
、
八
宗
顕
学
の
名
僧
に
し
て
専
ら
諸
書
に
通
達
し
て
、
呉
子
孫
子
が
秘
す
る
事
迄

も
博
く
学
び
た
れ
ば
、
義
員
に
此
僧
を
添
て
軍
議
を
司
ら
し
め
玉
ふ
。
去
れ
ば
、
根

津
ヶ
関
の
落
城
は
此
僧
の
大
功
也
。
斯
て
大
将
湯
尾
庄
司
を
討
取
り
、
鎌
倉
勢
は
勇

み
進
ん
で
奥
州
の
石
名
坂
迄
乱
入
す
。

此
節
、
樋
爪
五
郎
高
衡
は

一
万
余
人
を
引
率
し
て
、
経
ヶ
岡
の
城
に
着
陣
す
。
鎌

倉
勢
と
間
を

（１６
オ
）
隔
る
こ
と
、
僅
、
坂
東
道
二
十
里
也
。
此
節
揚
手
を
守
り
居

六

た
り
し
川
部
太
郎
高
重
は
討
死
す
。
勿
て
伊
賀
羅
高
経
計
り
、
高
衡
が
陣

へ
至
て
申

け
る
は
、

「敵
陣
に
仙
光
房
行
慶
と
云

へ
る
軍
学
師
有
て
謀
こ
と
を
廻
ら
し
、
合
戦
す
る
時
は

彼
の
法
師
甲
胃
を
着
し
、
手
車
に
乗
り
、
軍
中
に
有
て
士
卒
を
下
知
す
。
然
る
に
渠

が
計
略
に
依
て
揚
手
を
破
ら
れ
、
庄
司
討
た
れ
た
り
。
此
後
は
能
々
御
思
慮
有
べ
し
」

と
云
。
高
衡
聞
て
、

「其
法
師
何
程
軍
略
を
廻
ら
す
共
、
恐
る

ゝ
に
足
ら
ず
。
我
又
謀
略
し
て
渠
が
智
を

折
く
べ
し
」

と
云
、
石
名
坂

へ
人
を
遣
は
し
、
根
津
が
関
を

（１６
ウ
）
破
ら
る

ヽ
事
、
共
聞

へ
有

る
に
初
て
、
泰
衡
が
命
を
更
て
、
樋
爪
五
郎
高
衡
経
が
関
迄
着
陣
す
。
然
る
に
、

「此
所
は
究
克
の
地
形
也
と
雖
、
是
に
て
御
勢
を
待
た
ん
事
遠
け
れ
ば
、
某
其
地

ヘ

進
ん
で

一
軍
仕
る
べ
し
」

と
申
送
る
故
、
鎌
倉
方
に
も
心
得
た
る
旨
返
答
し
け
る
が
、
行
慶
聞
て
、

「敵
方
よ
り
申
越
す
赴
き
を
察
す
る
に
、
経
が
関
は
地
利
悪
し
き
故
也
。
然
れ
ば
今

宵
此
方
よ
り
押
寄
せ
て
敵
を

一
捲
り
に
追
ち
ら
し
て
仕
も
ふ
べ
し
。
是
則
敵
の
謀
こ

と
に
初
て
身
方
計
略
を
廻
ら
す
と
云
、
孫
呉
が
旨
と
す
る
所
也
」

と
申
け
れ
ば
、
比
企
藤
四
郎
己
下
是
を
聞
き

（
１７
オ
）
「尤
然
る
べ
し
」
と
て
既
夜

軍
の
用
意
し
け
る
。
扱
又
、
高
衡
は
士
卒
に
向
て
日
、

「汝
等
、
此
所
を
経
が
岡
と
名
付
し
事
、
何
故
と
思
ふ
や
。
昔
伝
教
太
師
諸
国
を
廻

り
玉

へ
し
が
、
此
所
は
東
国
の
呆
也
と
て
、
書
写
せ
し
法
花
経
、
此
所
に
埋
め
、
又

肥
前
の
国
、
六
浦
の
郷
は
西
国
の
果
也
と
て
、
法
華
経
を
埋
め
し
よ
り
、
以
来
彼
の

所
を
九
州
の
経
が
関
と
云
い
、
当
所
を
陸
奥
の
経
が
関
と
云
。
尤
要
害
の
地
也
。
然

れ
共
、
『敵
の
寄
せ
来
た
る
を
待
た
ん
よ
り
、
其
方

へ
こ
そ
押
詰
め
べ
し
』
と
申
送

り
た
れ
ば
、
外
々
の
輩
は
柳
心
付
く
ま
じ
。
彼
法
師
学
才
有
れ
ば
、
『扱
は
経
が
関
は

（
‐７
ウ
）
地
利
あ
し
き
故
、
味
方
を
計
ら
ん
為
に
斯
く
申
越
し
た
り
。
然
ば
、
此
方

よ
り
押
詰
ん
』
と
て
今
宵
必
押
来
る
べ
し
。
其
用
意
し
て
相
待
べ
し
」

と
下
知
し
て
、　
一
万
余
人
三
手
に
分
け
、
又
、
雑
兵
千
五
百
余
人
に
は
鐘
太
鼓
を
持



た
せ
て
、

「敵
近
付
く
と
も
鯨
波
を
上
ず
、
只
々
鐘
太
鼓
を
打
鳴
ら
す
べ
し
」

と
下
知
し
て
、
経
が
岡
の
要
害
に
残
し
置
、
歩
武
者
二
千
余
人
に
弓
矢
を
持
た
せ
、

是
よ
り
右
の
方
、
喰
瀬
と
云
所
に
伏
置
、
前
に
は
柵
を
結
せ
た
り
。
其
身
六
千
五
百

余
人
を
引
率
し
て
、
経
が
岡
の
左
り
、
阿
武
隈
川
の
末

へ
、
笹
川
の
堤

（１８
オ
）
を

押
来
る
敵
と
引
違

へ
、
石
名
坂
の
方

へ
押
出
し
、
鎌
倉
勢
の
後
ろ
へ
廻
り
、
然
る
に

寄
手
は
四
万
余
人
採
み
に
も
ん
で
押
来
る
と
難
、
高
衡
が
兵
は
音
も
せ
ず
、
堤
の
下

を
廻
る
故
、
曽
て
知
る
者
な
し
。
又
、
鎌
倉
勢
は
押
詰
る
と
等
し
く
、
関
の
声
を
揚

け
れ
共
、
城
中
に
は
鐘
太
鼓
を
打
鳴
ら
す
の
み
に
て
関
の
声
を
合
せ
ず
。
依
て
、
不

思
議
に
思
ふ
所
に
、
思

へ
も
寄
ら
ず
後
の
方
よ
り
大
山
の
崩
る

ヽ
計
り
に
て
鯨
波
を

揚
て
押
懸
る
故
、
「す
は
や
後
に
敵
有
り
」
と
周
章
狼
狽
て
混
雑
し
け
る
所
を
、
高
衡

が
軍
兵
共
は
所
々

（１８
ウ
）
に
走
り
廻
て
、
野
山
の
枯
車
に
火
を
放
し
け
れ
ば
、
折

節
山
風
吹
け
る
故
、
八
面
に
燃
上
り
て
、
偏
に
白
昼
の
如
く
也
。
然
る
に
、
鎌
倉
勢

は
後
に
敵
兵
有
る
上
に
、
四
方

一
面
に
燃

へ
上
る
。
敵
は
厳
し
く
追
立
る
故
、
「
コ
ハ

い
か
に
せ
ん
」
と
騒
動
し
け
る
所
に
、
城
中
の
千
五
百
余
人
は
貝
鐘
太
鼓
を
打
鳴
ら

し
、
喚
き
叫
ん
で
駈
出
た
り
。
此
時
は
既
、
前
後
よ
り
取
り
巻
れ
け
る
が
、
漸
く
右

の
方

へ
退
か
ん
と
す
る
が
、
喰
瀬
に
隠
し
置
た
る
二
千
余
人
は
箭
尻
を
そ
ろ
へ
て
射

懸
る
故
、
此
前
に
も
敵
有
り
と
て
引
返
し
て
左
り
の
方

へ
走
り
け
る
が
、
此
方
に
は

大
河
有
て
逆
浪

（
１９
オ
）
立
に
、
此
間
の
大
雨
に
水
増
り
て
底
知
れ
ず
。
斯
て
四
方

八
面
に
包
ま
れ
け
れ
ば
、
殊
に
夜
中
也
。
水
色
も
見
得
ず
、
打
入
て
、
渡
る
事
も
叶

は
ず
、
い
か
ん
共
す
べ
き
様
な
し
時
、
比
企
義
員
云
は
、

「此
川
左
の
み
大
河
と
云
に
も
あ
ら
ず
。
去
れ
ば
関
東
の
利
根
川
、
上
方
の
宇
治
瀬

田
杯
も
渡
し
た
り
。
又
、
藤
戸
の
海
だ
に
渡
し
た
る
様
し
も
有
り
。
義
員
瀬
踏
を
す

べ
し
。
面
々
続
け
」

と
真
先
に
乗
り
出
し
、
河
水

へ
ざ

つ
と
乗
入
り
た
り
。
然
る
に
此
川
水
深
し
と
難
、

左
右
な
く
向

へ
渡
り
越

へ
た
り
。
諸
軍
勢
是
を
見
て

「我
も
／
ヽ
」
と
騎
馬
武
者
残

ら
ず
越

へ
け
る
が
、
（
１９
ウ
と
泉
れ
成
哉
、
歩
卒
の
頭
見
得
ず
、
押
流
て
溺
れ
死
す
者

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』
（四
）

数
知
れ
ず
。
扱
こ
そ
狼
狽

へ
廻
て
討
た
る

ゝ
者
多
か
り
し
。

既
、
高
衡
方

へ
生
取
り
三
百
余
人
有
り
。
さ
し
も
の
仙
光
房
も
漸
く
川
渡
て
、
危

急
を
遁
れ
た
れ
共
、
此
軍
に
脆
負
し
け
る
故
、
諸
軍
勢
も
大
に
疎
み
、
此
已
後
は
仙

光
房
が
計
略
を
用

へ
ざ
り
し
也
。

斯
て
鎌
倉
勢
は
漸
々
川
を
渡
る
と
雖
、
武
具
兵
器
悉
く
失
ひ
、
又
傷
れ
け
る
故
、

軍
す
る
事
も
叶
は
ず
、
石
名
坂

へ
引
返
し
け
り
。
然
る
に
高
衡
は
逃
行
敵
を
追
討
せ

ず
、
生
取
り
三
百
余
人
を
城
中

へ
引
入
れ
け
る
が
、
（２０
ォ
）
是
皆
雑
人
な
れ
ば
、

皆
々
戒
め
を
解
き
ゆ
る
し
、

「汝
等
は
皆
主
命
に
随
ひ
戦
場
の
供
せ
し
者
な
れ
ば
、
高
衡
が
仇
に
も
非
ず
。
又
、

汝
等
が
為
に
主
人
と
す
る
面
々
も
鎌
倉
殿
に
従
ひ
、
当
国

へ
向
ふ
所
な
れ
ば
、
是
又

仇
に
は
あ
ら
ず
。
只
々
望
む
所
は
、
鎌
倉
殿
の
首
級

一
つ
也
。
然
る
上
は
誅
し
た
り

共
、
負
べ
き
軍
に
勝
と
云
も
非
ず
。
勿
論
、
汝
等
古
郷
に
妻
子
等
も
持
居
る
べ
し
。

疾
々
帰
り
去
る
べ
し
」

と
云
て
、
素
肌
の
者
に
は
夫
れ
／
ヽ
に
武
の
具
を
与

へ
て
返
し
け
る
。
此
故
に
三
百

余
の
者
共
、
合
掌
し
て
大
に
悦
び
、
石
名
坂

（２０
ゥ
）
に
戻
り
け
れ
ば
、
義
員
是
を

見
て
、

「此
上
三
百
人
の
輩
、
助
命
し
て
返
す
事
、
子
細
有
べ
し
。
此
方
よ
り
も
是
に
付
て

計
略
有
べ
し
」

迎
、
彼
三
百
人
の
中
に
高
衡
が
武
の
具
を
与

へ
し
者
十
八
人
を
撰
み
出
し
て
、
委
細

に
謀
こ
と
を
申
含
め
て
敵
方

へ
間
者
に
入
け
り
。
竹
て
十
八
人
の
者
共
、
高
衡
が
陣

に
行
至
て
申
け
る
は
、

「今
日
命
を
助
り
、
二
人
の
方

へ
戻
り
し
が
、
武
の
具
を
給
は
り
し
故
、
主
人
疑
ひ
、

暇
給
は
り
た
れ
ば
、
今
更
何
方

へ
も
行
べ
き
所
な
く
、
難
義
に
及
び
、
哀
れ
、
御
陣

中
に
差
置
か
れ
な
ば
、
御
奉
公
申
べ
し
」

と
云
。
高
衡

（２‐
ォ
）
聞
て
、

「汝
等
が
心
底
感
ず
る
と
難
、
高
衡
は
大
将
軍
に
あ
ら
ず
。
泰
衡

へ
訴

へ
な
く
て
は

私
に
御
沙
汰
仕
難
し
。
但
し
、
汝
等

一
つ
の
功
を
立
べ
し
。
其
上
は
計
ら
ふ
べ
し
」

七



と
云
。
十
八
人
の
者
共
、

「
い
か
様
の
仰
せ
に
て
も
背
き
申
ま
じ
」

と
云
。
高
衡
聞
て
、

「誠
に
嬉
し
く
思
ふ
也
。
然
る
上
は
汝
等
問
者
と
成
て
、
敵
陣
を
伺
ひ
、
我
に
内
通

す
べ
き
や
」

と
云
。
渠
等
聞
て
、

「最
安
き
事
也
」

と
答

へ
け
れ
ば
、
高
衡
則
、
十
人
を
ば
留
置
、
八
人
を
ば
石
名
坂

へ
遣
は
し
て
敵
陣

の
様
子
を
伺
は
せ
け
る
に
、
追
付
走
せ
戻
り
け
れ
ば

（２‐
ゥ
）
高
衡
問
ふ
て
日
、

「我
軍
の
仕
様
は
如
何
沙
汰
す
る
や
」

と
尋
け
れ
ば
、
八
人

一
同
に
、

「誠
に
奇
妙
の
計
策
也
、
と
取
り
沙
汰
仕
る
」

と
答
ふ
。
又
間
、

「敵
陣
に
仙
光
房
と
云
者
有
り
。
此
法
師
が
噂
は
如
何
に
」

渠
等
答
て
、

「渠
は
加
賀
美
次
郎
長
清
が
弟
に
て
、
元
来
武
門
の
身
な
れ
共
、
当
時
僧
形
に
し
て
、

軍
勢
を
司
る
故
、
諸
卒
是
を
疎
ん
で
今
程
は
渠
が
計
策
を
用
ひ
ず
」

と
云
。
高
衡
又
、

「敵
兵
重
て
当
城

へ
向
は
ざ
る
や
。
其
沙
汰
は
い
か
ん
」

と
云
。
彼
者
聞
て
、

「
一
両
日
中
に
は
押
寄
す
べ
し
、
と
共
用
意
専
ら
也
」

と
云
。
灸
に
於
、
高
衡
は

（２２
オ
）
留
置
た
る
十
人
の
者
共
を
呼
出
し
て
、

「敵
兵
必
定
寄
せ
来
た
る
や
、
否
や
、
見
定
て
来
る
べ
し
」

と
下
知
し
て
、
八
人
は
人
質
と
し
て
留
置
、
十
人
を
敵
陣

へ
遣
し
け
り
。
此
者
共
高

衡
に
鎌
倉
勢
の
事
を
告
る
様
に
持
成
し
、
其
実
は
高
衡
が
事
を
委
し
く
石
名
坂

へ
内

通
し
け
り
。
然
る
所
に
大
手
安
津
加
志
破
れ
て
、
鎌
倉
勢
平
泉

へ
押
詰
る
故
、
軍
難

義
に
及
ぶ
に
依
て
、
高
衡
を
呼
返
す
の
飛
脚
来
れ
り
と
、
高
衡
が
陣
中
騒
動
し
け
る

八

を
義
員
が
問
者
共

「扱
は
」
と
思

へ
、
此
出
を
石
名
坂

へ
知
ら
せ
け
れ
ば
、
鎌
倉
勢

は
大
に
喜
び
、
「
ス
ハ
ヤ
、
（
２２
ウ
）
敵
、
経
が
岡
を
引
取
る
ぞ
や
。
追
討
に
す
べ
し
」

と
我
劣
ら
じ
と
駈
出
／
ヽ
押
付
け
る
に
、
敵
兵
何

つ
の
間
に
か
落
失
け
ん
、
経
ヶ
岡

を
引
取
り
、　
一
人
も
な
け
れ
ば
、
「骨
折
せ
ず
し
て
敵
城
を
取
た
り
」
と
悦
び
、
暫

く
休
息
し
て
、
「片
時
も
早
く
平
泉

へ
乱
入
し
て
、
二
品
の
御
感
に
預
る
べ
き
也
」

と
、
夫
よ
り
進
ん
で
押
行
所
に
、
道
七
筋
有
て
、
「敵
兵
何
れ
の
道
よ
り
退
き
し
や
。

所
詮
兵
を
分
て
追
討
す
べ
し
」
と
各
々
七
筋
の
道

へ
引
別
れ
て
、
追
蒐
る
。

此
道
七
筋
有
と
難
、
末
は
只

一
筋
也
。
泰
衡
方
は
、
此
落
合
の
湊
と
云
は
異
な
る

大
川
有
て
、
向
ふ
に
は
要
害
を
構
て
泰

（
２３
オ
）
衡
方
よ
り
常
陸
治
郎
、
同
三
郎
、

同
四
郎
兄
弟
三
人
に
二
万
余
人
を
指
添
て
、
守
ら
せ
け
る
に
、
櫓
を
引
て
守
る
故
、

堅
固
也
。
匁
て
鎌
倉
勢
渡
る
べ
き
様
も
な
く
、
彼
是
す
る
内
に
兵
糧
乏
し
く
成
て
、

大
に
難
義
仕
け
る
と
也
。

高
衡
謀
略
　
敵
を
遠
く
退
る
事

井
　
錦
戸
太
郎
最
期
　
和
田
畠
山
争
論
の
事

去
程
に
寄
手
の
諸
勢
は
腰
兵
糧
を
付
ざ
る
故
、
飢
疲
て
軍
用
に
立
べ
き
体
に
あ
ら

ざ
れ
ば
、
コ

先
石
名
坂

へ
引
取
り
、
兵
糧
を
遣
ひ
、
重
て
向
ふ
べ
し
」
と
て
引
返
し

け
り
。
然
る
に
、
高
衡
は
元
来

（２３
ウ
）
偽
て
退
き
、
敵
軍
石
名
坂
よ
り
打
出
た
る

道

へ
廻
て
、
貯

へ
置
た
る
兵
糧
米
三
千
石
悉
く
焼
払

へ
、
閑
道
を
経
て
述
を
も
見
せ

ず
。扱

も
鎌
倉
勢
は
石
名
坂

へ
引
取
り
け
る
が
、
糧
米
皆
悉
く
焼
尽
さ
れ
、
す
べ
き
様

な
く
、
苅
田
杯
し
て
暫
く
飢
を
凌
ぎ
け
る
が
、
永
々
の
軍
に
て
足
ら
ざ
る
故
、　
一
旦

此
所
を
退
き
兵
糧
の
用
意
す
べ
し
迎
、
羽
州
を
陣
払
し
て
、
越
後
境
迄
引
取
て
、
糧

米
の
至
る
を
相
待
け
る
故
、
徒
に
数
日
を
送
り
け
り
。
切
て
平
泉
は
遅
参
し
け
り
。

是
偏
に
高
衡
が
計
策
に
初
て
、
三
百
人
を
助
命
し
、
是
を
謀
こ
と
の
種
と
し
て
、
敵

の
謀
略
に
乗
せ
ら
れ

（
２４
オ
）
た
る
様
に
見
せ
、
却
て
謀
こ
と
を
構

へ
、
敵
を
遠
く

追
下
し
、　
一
軍
を
も
せ
ず
し
て
、
勝
事
を
得
た
り
。
実
や
高
衡
は
古
今
の
英
雄
也
と

ぞ
恐
れ
け
る
。



斯
て
高
衡
は
落
合
の
湊
に
至
り
、
常
陸
治
郎
兄
弟
に
向
て
、

「鎌
倉
勢
此
所

へ
来
た
ら
ず
や
」

と
問
ふ
。
治
郎
聞
て
、

「
川
向

へ
ま
で
来
り
し
が
、
川
を
渡
ら
ず
引
返
し
た
り
」

と
答

へ
け
れ
ば
、
高
衡
完
爾
と
笑
ひ
、

「心
安
か
る
べ
し
。
十
日
廿
日
の
内
に
敵
軍
此
所

へ
来
る
ま
じ
。
某
遠
く
追
払
ふ
た

り
。
然
る
上
は
早
く
安
津
加
志

へ
急
ぐ
べ
し
」

迎
、
馳
せ
け
る
が
、
先
づ
／
ヽ
平
泉

へ
赴
き
け
り
。

実
や
高
衡
が
云
し
如
く
、
揚
手
の
寄
手

（２４
ウ
）
は
越
後
の
国
よ
り
糧
米
至
ら
ざ

る
故
、
心
な
ら
ず
数
日
を
送
て
、
平
泉

へ
至
る
こ
と
甚
だ
延
引
し
け
り
。

斯
て
鎮
守
府
将
軍
泰
衡
は
、
多
勢
を
引
率
し
て
安
津
加
志
の
城

へ
移
る
。
此
所

ヘ

楯
籠
る
諸
勢
、
都
合
十
五
万
余
人
な
れ
ば
、
仮
令
泰
衡
軍
慮
の
オ
拙
し
と
雖
、
既
、

両
州
の
両
将
也
。
然
れ
ば
諸
卒
の
心
を
励
し
合
戦
す
る
程
な
ら
ば
、
仮
令
敵
を
追
払

は
ず
共
、
落
城
に
及
ぶ
間
敷
に
、
泰
衡

一
戦
に
も
及
ば
ず
平
泉
に
引
取
る
故
、
終
に

安
津
加
志
は
落
城
し
け
り
。
扱
も
泰
衡
熟
く
／
ヽ
思
慮
し
け
る
は
、

『揚
手
根
津
が

（
２５
オ
）
関

へ
は
高
衡
向

へ
た
れ
ば
子
細
な
し
。
又
、
当
城
に
は
国

衡
大
軍
に
て
籠
り
た
れ
ば
容
易
に
落
城
す
べ
か
ら
ず
。
只
々
心
元
な
き
は
行
方
な
れ

ば
、
我
は
平
泉

へ
帰
城
し
て
本
城
を
守
る
べ
し
』

と
て
、
国
衡
を
招
き
、

「足
下
、
此
城
を
堅
回
に
守
る
べ
き
や
」

と
云
。
錦
戸
聞
て
、

「鎌
倉
勢
、
当
城
を
責
る
事
、
既
五
十
余
日
。
未
だ
落
城
せ
ず
。
是
偏
に
国
衡
が
力

に
非
ず
や
。
必
ず
気
遣
ひ
有
る
べ
か
ら
ず
」

と
答

へ
け
れ
ば
、
泰
衡
大
に
悦
び
、

「然
ら
ば
我
は
平
泉

へ
帰
て
、
揚
手
の
左
右
を
聞
、
又
、
本
城
を
守
る
べ
し
」

と
て
、
平
泉

へ
帰
り
け
り
。
是
に

（２５
ウ
）
偽
て
諸
軍
勢
各
々
勇
気
た
る
み
て
、
十

五
日
の
軍
に
は
城
兵
散
々
に
戦
ひ
負
て
城
中

へ
引
入
け
る
を
、
鎌
倉
勢
所
々
に
火
を

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』
（四
）

懸
け
け
る
故
、
猛
火
盛
ん
に
燃
上
る
を
見
て
、
城
兵
弥
々
気
を
失
ひ
、
悉
く
皆
落
失

た
り
。

袋
に
和
田
義
盛
は
柴
田
郡
大
鷹
明
神
の
鳥
居
の
前
に
備
を
立
、
落
人
を
打
留
ん
と

思
ふ
所
に
、
城
将
錦
戸
太
郎
は
大
関
山
を
志
し
て
手
勢
を
先
に
立
、
落
行
所
に
、
和

田
義
盛
是
を
見
て
、
「
ス
ハ
ヤ
、
国
衡
遁
さ
じ
」
と
追
蒐
乍
射
け
る
に
、
国
衡
が
乗
た

る
馬
の
轍
に
射
付
た
り
。
（
２６
オ
）
竹
て
馬
は
則
時
に
倒
れ
死
す
。
国
衡
は
歩
立
に
成

て
落
行
を
、
義
盛
又
二
の
矢
を
番

へ
射
け
る
に
、
錦
戸
が
射
向
の
三
枚
目
よ
り
肩
を

射
抜
け
り
。
此
故
に
国
衡
は
弥
々
恐
れ
て
逃
行
、
向
ふ
を
見
る
に
、
畠
山
は
郎
等
を

引
具
し
て
走
せ
来
る
故
、
国
衡
は
進
退
究
り
途
を
失
ふ
所
に
、
重
忠
が
郎
等
飯
富
源

太
引
組
け
る
に
、
国
衡
は
手
負
た
れ
ば
、
何
の
手
も
な
く
押
伏
せ
ら
れ
首
を
掻
れ
け

り
。
重
忠
下
知
し
て
渠
が
直
垂
の
袖
に
首
を
包
み
、
同
太
刀
鎧
を
分
と
り
し
て
御
前

へ
馳
参
じ
て
、
敵
将
国
衡
が
首
を
畠
山
重
忠
が
手

へ
打
取
た
る
由
、
言
上

（２６
ウ
）

し
け
れ
ば
、
二
品
大
に
悦
び
玉

へ
、

「未
だ
敵
将
の
首
を
見
ざ
る
所
に
、
重
忠
此
首
を
得
る
事
、
奥
州
攻
第

一
の
軍
忠
也
」

と
御
感
浅
か
ら
ざ
る
所

へ
、
和
田
義
盛
馳
参
じ
て
申
け
る
は
、

「国
衡
を
討
た
る
は
重
忠
の
功
名
に
あ
ら
ず
。
義
盛
が
射
落
せ
し
所
也
」

と
言
上
し
け
れ
ば
、

「甚
だ
胡
乱
也
。
全
く
重
忠
が
手

（
討
取
る
首
を
持
参
す
。
但
し
貴
辺
の
方
に
証
拠

有
る
や
」

と
云
。
義
盛
聞
て
、

「首
持
参
の
事
は
格
別
。
某
が
射
た
る
矢
、
渠
の
鎧
の
草
摺
三
枚
目
の
頭
に
立
た
り
。

鎧
は
緋
威
し
に
て
、
黒
の
馬
に
乗
た
る
」

と
云
に
彿
て
、
国
衡
が
鎧
を
取
り
よ
せ
、
梶

（２７
オ
）
原
景
季
是
を
吟
味
し
け
る
に
、

緋
威
し
也
。
又
、
草
摺
を
取
て
矢
の
述
を
見
る
に
、
射
向
の
革
摺
三
枚
目
の
頭
に
塞

を
打
た
る
如
き
矢
の
遊
、
後

へ
抜
て
有
り
。
義
盛
申
処
相
違
な
く
、
是
重
忠
の
矢
に

非
ず
。
い
か
に
も
和
田
が
矢
の
述
也
。
然
れ
共
、
二
品
未
だ
何
共
仰
せ
の
旨
な
け
れ

ば
、
義
盛
居
丈
高
に
成
て
声
を
励
し
、

九



「仮
令
、
此
恩
賞
は
重
忠
に
給
は
る
共
、
柳
も
苦
る
し
か
ら
ず
。
申
事
は
遠
慮
な
く

申
さ
る
べ
し
。
今
日
義
盛
大
鷹
宮
の
辺
に
於
、
国
衡
に
行
逢
て
射
た
る
矢
、
最
初
渠

が
馬
に
中
り
、
二
の
矢
は
只
今
言
上

（２７
ウ
）
せ
し
如
く
」

と
申
に
切
て
、
則
彼
所

へ
人
を
走
せ
て
糾
明
有
り
し
に
、
是
又
和
田
が
申
如
く
也
。

竹
て
二
品
の
仰
せ
に
、

「義
盛
高
名
比
類
な
し
。
然
れ
共
、
重
忠
に
於
は
其
性
正
直
に
し
て
偽
り
飾
る
者
に

あ
ら
ず
。
是
を
以
、
其
身
の
誉
れ
と
す
れ
ば
、
他
人
の
手
柄
を
盗
む
べ
き
気
質
に
非

ず
。
是
偏
に
郎
従
前
に
在
て
、
国
衡
が
首
を
取
る
に
、
義
盛
が
為
に
手
負
し
事
を
知

ら
ず
。
我
手

へ
討
得
た
り
と
思
ふ
成
る
べ
し
。
然
れ
ば
必
ず
争
論
す
べ
か
ら
ず
」

と
仰
せ
け
れ
ば
、
重
忠
畏
り
て
、

「正
義
有
る
上
に
是
非
を
申
所
な
し
。
今
日
又
、
某

（２８
オ
）
矢
を
放
し
た
る
事
な

け
れ
ば
、
義
盛
が
高
名
に
紛
れ
な
し
」

と
云
。
笈
に
於
、
奥
州
責
第

一
の
功
は
和
田
義
盛
に
相
究
り
け
り
。
惣
じ
て
鎌
倉

ヘ

討
取
る
首
数

一
万
八
千
余
級
。
其
内
、
重
忠
が
手

へ
二
千
四
百
余
級
。
是
、
今
日
の

第

一
也
。
又
、
義
盛
が
手

へ
は
、
遥
劣
て
九
百
余
級
也
。
然
れ
共
、
国
衡
が
首
を
得

た
れ
ば
、
勝
れ
た
る
高
名
也
。

扱
も
樋
八
五
郎
は
揚
手
根
津
ヶ
岡
の
寄
手
を
只

一
戦
に
二
十
里
の
外

へ
追
退
け
、

「安
津
加
志
の
城
心
元
な
し
」
と
て
、
歩
卒
は
述
に
残
し
て
僅
八
十
余
騎
を
引
率
し
、

夜
を
日
に
継
て
道
を
急
ぎ
け
る
が
、
（
２８
ウ
）
十
五
日
の
夜
九
つ
時
、
大
鷹
の
宮
の
辺

迄
至
り
し
が
、
安
津
加
志
、
既
、
落
城
し
て
国
衡
討
た
れ
た
る
を
聞
、
又
、
城
の
燃

上
る
を
見
て
、
勇
猛
の
高
衡
な
れ
共
、
勇
気
折
け
て
大
に
鋼
、
果
扱
、
又
、
泰
衡
が

音
信
を
尋
け
れ
ば
、
合
戦
の
前
方
平
泉

へ
引
取
り
た
り
と
云
。
此
時
に
は
高
衡
涙
を

流
し
て
、

「兄
弟
相
並
て
三
十
余
万
の
大
軍
有
乍
、
敵
追
ち
ら
す
力
も
な
く
、
結
句
城
を
攻
落

さ
る

ゝ
事
、
是
全
く
父
入
道
殿
の
遺
命
に
背
き
し
故
、
天
よ
り
我
国
を
亡
し
給
ふ
也
」

と
云
て
、
馬
よ
り
下
り
て
忙
然
と
座
し
居
た
り
。

理
り
成
哉
、
危
か
り
し

（
２９
オ
）
宇
田
行
方
の
敵
を
遠
く
追
退
け
、
又
安
津
加
志

一
〇

に
立
帰
り
て
大
手
の
敵
に
目
を
驚
か
せ
、
根
津
が
関
に
至
り
、
只

一
戦
に
敵
を
追
払

へ
、
寝
食
を
忘
れ
、
勇
み
進
ん
で
帰
り
来
る
所
に
、
大
手
斯
の
如
く
攻
破
ら
れ

一
面

に
燃
上
る
を
見
る
な
ら
ば
、
仮
令
修
羅
帝
釈
也
共
、
力
を
落
さ
ず
と
云
事
や
有
べ
し
。

殊
に
召
具
し
た
る
は
機
八
十
余
騎
也
し
が
、
又
心
を
取
直
し
、
前
乱
れ
た
る
兵
士
を

集
め
ん
と
筆
り
を
焼
け
る
に
、
諸
々
方
々
へ
落
失
た
る
兵
、
駈
来
り
。
高
衡
を
見
て

大
に
喜
び
け
る
。　
高
衡
先
達
、
大
関
山
よ
り
使
を
平
泉

へ
遣
は
し
て
、

「根
津

（２９
ウ
）
ケ
関
の
寄
手
は
二
十
里
の
外

へ
退
け
た
れ
ば
心
安
し
。
但
し
安
津

加
志
心
元
な
く
存
る
故
、
直
に
彼
所

へ
馳
参
る
也
」

と
申
送
り
け
れ
ば
、
泰
衡
聞
て
、

「扱
は
安
津
加
志
の
落
城
を
高
衡
が
知
ら
ず
と
覚
ゆ
。
然
る
に
彼
所
に
至
り
な
ば
、

乱
軍
の
中
に
討
た
る
べ
し
。
汝
等
早
く
押
出
し
て
高
衡
を
助
け
よ
」

と
軍
兵
を
出
し
け
る
故
、
是
又
大
鷹
宮

へ
馳
来
る
故
、
此
所
に
て
、
先
敵
陣
の
様
子

を
聞
合
せ
け
る
に
、
鎌
倉
殿
は
安
津
加
志
よ
り
舟
留
リ

ヘ
御
陣
を
移
さ
れ
た
り
と
云

故
、「扱

は
程
近
し
。
未
だ
夜
は
明
ま
じ
。
急
に
押
寄
せ
よ
」

と
三
万
余

（３０
ォ
）
人
の
兵
を
三
千
人
宛
十
備
に
分
け
、　
一
手
は
和
田
義
盛
が
陣
に

向
ひ
、　
一
手
は
江
問
義
時
に
向
ふ
。　
一
手
は
土
屋
義
清
に
向

へ
、　
一
手
岡
崎
悪
四
郎

に
向

へ
、　
一
手
は
上
総
介
高
弘
に
向
ひ
、　
一
手
は
土
肥
次
郎
に
向
ひ
、　
一
手
は
吉
見

治
郎
に
向
ひ
、　
一
手
は
梶
原
景
時
に
向
ひ
、　
一
手
は
主
計
介
行
政
に
向
ひ
、　
一
手
は

本
陣
を
襲
ふ
。

然
る
に
鎌
倉
勢
は
今
日
安
津
加
志
を
攻
破
り
、
敵
を
平
泉

へ
追
入
り
、
心
安
く
思

ひ
前
後
も
知
ら
ず
臥
し
た
る
所

へ
、
高
衡
押
寄
せ
け
れ
ば
、
寝
耳

へ
水
の
入
如
く
、

大
に
狼
狽
騒
動
し
て
、
土
屋
兵
工
尉
義
清
如
き
無
双
の

（３０
ゥ
）
勇
士
も
敗
北
す
。

初
て
鎌
倉
殿
も
既
、
危
ふ
く
見

へ
給
ふ
を
、
信
濃
守
遠
光
、
三
浦
義
澄
、
同
義
村
等

守
護
し
て
、
逃
げ
給
ふ
。
然
る
に
高
衡
は
偽
て
、

「鎌
倉
殿
を
樋
爪
五
郎
討
取
た
り
」

と
呼
は
り
け
れ
ば
、



「扱
は
大
将
討
た
れ
さ
せ
給
ふ
ぞ
や
」

と
周
章
狼
狽
す
る
事
斜
な
ら
ず
、
我
先
に
と
逃
行
を
追
詰
／
ヽ
討
取
る
首
数

一
万
四

千
余
級
也
。
此
時
に
は
さ
し
も
の
和
田
畠
山
も
休
兼
て
備
を
乱
し
、
安
津
加
志
に
留

り
得
ず
し
て
、
白
川
迄
行
程
二
十
四
里
の
所
を
引
取
り
け
り
。

斯
て
高
衡
は
敵
の
捨
た
る
武
具
兵
器
を
拾
ひ
集
め
て

（３‐
ォ
）
平
泉

へ
引
取
り
け

る
に
、
大
鷹
宮
の
深
田
の
中
に
錦
の
直
垂
着
た
る
、
首
な
き
死
骸
有
る
を
能
々
見
れ

ば
錦
戸
国
衡
な
れ
ば
、
高
衡
渦
を
流
し
て
、

「悪
人
な
れ
共
現
在
の
兄
也
。
国
の
乱
れ
に
竹
て
浩
る
有
姿
也
。
此
儘
に
捨
置
事
に

あ
ら
ず
」

と
て
、
彼
死
骸
を
引
と
ら
せ
、

「馬
を
上
中

へ
埋
む
べ
し
」

と
申
け
れ
ば
、
郎
等
共
、

「馬
の
死
骸
は
捨
置
べ
し
」

と
云
。
高
衡
聞
て
、

「主
の
討
死
に
供
し
た
る
馬
也
。
生
る
時
は
愛
し
、
死
し
た
る
迎
捨
置
か
ば
、
本
意

に
あ
ら
ず
」

と
て
共
辺
の
上
中

へ
埋
め
さ
せ
け
り
。

斯
て
鎌
倉
殿
は
白
川
の
関
迄

（３．
ゥ
）
逃
玉

へ
共
、
武
具
兵
器
は
云
に
及
ば
ず
、

糧
米
等
迄
亡
失
し
け
る
故
、
是
を
調

へ
給
ふ
間
に
、
敵
平
泉
の
要
害
堅
回
に
補
理
し

て
守
る
故
、
中
々
急
に
落
城
す
べ
し
と
も
見
得
ざ
り
け
り
。

扱
又
高
衡
は
平
泉

へ
帰
り
て
、
兄
国
衡
が
死
骸
を
葬
り
け
る
。
時
に
文
治
四
年
九

月
十
五
日
、
前
の
鎮
守
府
将
軍
兼
陸
奥
守
秀
衡
法
師
危
腹
の
嫡
男
、
錦
戸
太
郎
国
衡

生
年
対
八
歳
也
。

奥
州
征
伐
記
巻
之
第
四
終

（３２
オ
）

―
平
成
十
二
年
九
月
二
十
九
日
　
受
理
―

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』
（四
）


